
“福島市の未来を創る”という使命のもと
日々の業務にあたる。

事業� 事業

様々な課題を抱える都市の再構築に向けて
責任感をもって施策を進める。

行政職

駅前交流・集客拠点施設整備担当
入職9年目

【経歴】
生活福祉課………………4年
定住交流課………………3年半
コンベンション推進課…1年半

技術職

都市計画担当
【経歴】
農林整備課………………5年
都市計画課………………5年

入職10年目

福島駅東口再開発事業と連動
した、駅前交流・集客拠点施
設の整備に携わり、再開発組
合や設計業者と協議を行った
り、管理運営方式の検討を行っ
たりしています。福島駅東口
の開発は約50年ぶり。数十
年に一度の事業に関わる責任
とやりがいを感じつつ、市の
シンボルとして愛され、街の
活性化を促す拠点づくりを目
指し業務にあたっています。

福島市の将来の姿を見据え、
都市計画の基本的な方針を示
す「都市マスタープラン」の改
定や都市計画の決定、まちづ
くりや防災分野に活用する3D
都市モデル構築を行っていま
す。成果がすぐに出ることは
ありませんが、市の土地利用
方針に関わるため、責任感を
もって業務にあたっています。
持続可能なまちづくりのため、
暮らしやすい都市づくりを目
指しています。
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官民連携による駅前再開発 3D都市モデルの構築

こんなこと、やってます！
私たちは福島市をもっと魅力あるまちにするために、計画をつくり、日々の業務に

取り組んでいます。一言で「まちづくり」といってもその取り組みは様々。

今回は福島市のまちづくりについて事業の一部を紹介します。

私たちは福島市をもっと魅力あるまちにするために、計画をつくり、日々の業務に

取り組んでいます。一言で「まちづくり」といってもその取り組みは様々。

今回は福島市のまちづくりについて事業の一部を紹介します。
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様々な関係機関と連絡を取り、調整を行いなが
ら業務を進めていきます。業務の中で分からな
いことは上司に確認。優しくて頼りになる先輩
方が多く、質問しやすい職場です。ぜひ、一緒
に福島市の未来を創りましょう！

今後データが蓄積されることで新たな土地利用
やそれに対応した施策に活用できるのが3D都
市モデルです。この施策の説明を市民のみな
さんに分かりやすく行い、住んでよかったと思
えるまちづくりをしていきます。※令和8年1月1日現在※令和8年1月1日現在
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私たちは福島市をもっと魅力あるまちにするために、計画をつくり、日々の業務に私たちは福島市をもっと魅力あるまちにするために、計画をつくり、日々の業務に私たちは福島市をもっと魅力あるまちにするために、計画をつくり、日々の業務に

福島市をより良くするために
職員一丸となって頑張っています


